
　走行安全性評価を目的に実施する輪重横圧測定の手法の
1つに新連続法があります。新連続法では，処理装置とロー
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成しました。一方，スリップリング装置は装置取り付け作
業の省力化を図る構造を採用しました。
　開発した処理装置，スリップリング装置の機能確認を目
的とした各種試験を行ない，いずれも実用レベルにあるこ
とを確認しました。

図　開発した処理装置とスリップリング装置

タリエンコーダ内蔵スリップリング装置，この2つの技
術を用いた測定システムにより，輪重，横圧などの連続
的な測定を実現しています。しかし，現行の各装置は，
開発からの経年による老朽化，陳腐化等の問題に直面し
ており，このままでは新連続法の安定運用に支障を来す
恐れが出てきました。そこで，新しい処理装置ならびに
スリップリング装置の開発を行ないました。
　開発に当たっては，単に装置の更新だけではなく，各
装置に新たな特徴を持たせました。処理装置は今後想定
される運用上の課題を克服できるよう汎用機器を用い構


